
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（小学校用） 

 

 
Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 
           岸本町立岸本小学校   

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級  計  教員数 

学級数  ２  ２  ２  ２  ２  ２  ２  １４ 

児童数 ５６ ５５ ６５ ５２ ５２ ６５  ３ ３４８ 

 

  ２２ 

 

Ⅱ 研究の概要 

 １．研究主題 

     豊かな心と確かな学力を身につけ，生き生きと活動する子どもを求めて 

      —「個を生かす」指導方法・指導体制の工夫改善—  

 

 ２．研究内容と方法 
 （１）実施学年・教科 

・全学年・算数 

 算数科における個人差が大きいので，個に応じた指導が必要と感じたから。 

 また，近年行った算数診断テストの結果，県平均を下回る学年があり，算数科
の基礎基本の定着を図る必要があるから。 

  

（２）年次ごとの計画 
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○テーマ 

  豊かな心と確かな学力を身につけ，生き生きと活動する子どもを求めて 

   —「個を生かす」指導方法・指導体制の工夫改善—  

○研究の見通し（仮説） 

 子ども達が豊かな人間性を身につけたならば，自らの個性を生かし，自ら
考え行動する子どもになり，生き生きと活動するであろう。 

 基本的生活習慣を身につけ，基礎的な読み・書き・計算の力がついたなら
ば，落ち着いて学習に取り組み，生き生きと活動する子どもになるであろう。 
 Ｔ・Ｔや少人数指導の長所を生かしながら，問題解決学習における教師の
支援の在り方を工夫したならば，子ども達は意欲的に学習に取り組み，自力
解決する力が備わり，確かな学力が身につくであろう。 

○研究の内容・方法 

 ・落ち着いて学習に取り組める土台作り 

 ・算数科を中心にＴ・Ｔや少人数指導による効果的な指導方法の研究 

 ・評価の工夫改善と諸検査等の活用 

 ・町内の小・中学校，地域との連携 
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○テーマ 

   豊かな心と確かな学力を身につけ，生き生きと活動する子どもを求めて 
    —「個を生かす」指導方法・指導体制の工夫改善—  

○研究の見通し（仮説） 

 子ども達が豊かな人間性を身につけたならば，自らの個性を生かし，自ら
考え行動する子どもになり，生き生きと活動するであろう。 

 基本的生活習慣を身につけ，基礎的な読み・書き・計算の力がついたなら
ば，落ち着いて学習に取り組み，生き生きと活動する子どもになるであろう。
 Ｔ・Ｔや少人数指導の長所を生かしながら，問題解決学習における教師の
支援の在り方を工夫したならば，子ども達は意欲的に学習に取り組み，自力
解決する力が備わり，確かな学力が身につくであろう。 

○研究の内容・方法 

 ・言語環境の整備やコミュニケーション能力を高めるための研究 

 ・算数科において，Ｔ・Ｔや少人数指導による効果的な指導方法の研究 

 ・評価規準ならびに評価基準を活用した指導と評価の一体化の実践 

 ・中学校との連携（各教科の教員交流を通しての指導力の向上） 
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○テーマ 

   豊かな心と確かな学力を身につけ，生き生きと活動する子どもを求めて
 —「個を生かす」指導方法・指導体制の工夫改善—  

○研究の見通し（仮説） 

 子ども達が豊かな人間性を身につけたならば，自らの個性を生かし，自ら
考え行動する子どもになり，生き生きと活動するであろう。  

 基本的生活習慣を身につけ，基礎的な読み・書き・計算の力がついたなら
ば，落ち着いて学習に取り組み，生き生きと活動する子どもになるであろう。
 Ｔ・Ｔや少人数指導の長所を生かしながら，問題解決学習における教師の
支援の在り方を工夫したならば，子ども達は意欲的に学習に取り組み，自力
解決する力が備わり，確かな学力が身につくであろう。 

○研究の内容・方法 

 ・言語環境の整備やコミュニケーション能力を高めるための研究 

 ・算数科において，Ｔ・Ｔや少人数指導における個を伸ばす指導方法の研究
 ・指導と評価の一体化を通しての個に応じた指導の実践 

 ・中学校との連携（各教科の教員交流を通しての指導力の向上） 

 

 （３）研究推進体制 
   ・実践研究組織図 
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 

 １ 研究の成果 

 教頭，教務，加配教員３名（指導方法工夫改善加配２人，児童生徒支援加配１人）
の計５名で全学年での算数科におけるＴＴ・少人数指導を行っている。指導形態は，
１，２年は１学級２人体制のＴＴを，３〜６年は１学年４人体制の習熟度に応じた少
人数指導を行っている。 

 ３年生以上では，児童の希望や事前テストによりグループ編制を行っている。昨年
度の反省から少人数の分け方を明確に提示することで，児童の選択がよりできやすい
ようになってきた。単元ごとでグループ編制を替えることができるので，苦手とする
領域では復習を交えながら学習を進めていくグループを選択する児童もあり，主体的
に学習に取り組もうとする姿勢が見られた。児童のアンケートによると，「少人数指
導による学習形態がよい学習方法」と感じる児童が９０％を超えている。「自分のペ
ースで勉強できる」，「発表や質問がしやすい」ことが主な理由である。 

 昨年度は１学級２グループ編制であったが，「自分のペースにあったグループ」を
見つけにくい児童があった。そこで本年度は１学年（２学級）４グループ編制に変更
しきめ細やかなグループ分けを行った。アンケート結果を見ると，８０％の児童が「昨
年度の２グループ編制より，４グループ編制の方がよい」と答え，７０％の児童が「自
分のペースのあったグループが見つけやすい」と好評であった。 

 グループごとに児童の実態が違うので，そのグループに応じた指導方法を工夫する
ことで苦手にしている児童でも分かる喜びを感じることができ，学習意欲の高まりが
出てきている。 

 公開学習を全教員が行うことで算数科における問題解決学習の共通理解が図れ，
日々の授業においての授業改善がなされてきている。 

 

 ２ 今後の課題 

 １学年を３〜４のグループに分けることにより習熟の程度に応じた指導がより行
いやすくなってきたが，それぞれのグループでも個人差があるので，それに応じた支
援の在り方についても考えながら指導することが必要であることが分かった。 

 学習の練り上げ場面での話し合い活動がなかなか深まりにくかったので，指導方法
の工夫をして，学習内容をより確かなものにする練り上げの方法を考えていきたい。 
 信頼できる絶対評価の在り方について考え，習熟の程度に応じたそれぞれのグルー
プでの支援の在り方や評価規準の活用法などの研究を深めていきたい。 

 また，指導者同士の打ち合わせる時間が持ちにくいので，放課後の時間の有効的な
活用を行っていきたい。 

 

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組 

ＣＲＴ（観点別到達度学力検査）・・・年１回５月：３年（国，算）， 

                        ４〜６年（国，算，社，理） 

算数・国語診断テスト ・・・・・・・年１回１，２月：全学年 

児童アンケート・・・年２回７月，１２月：全学年 



Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及について 

 ・研究会、説明会等の開催実績 

  ☆基礎学力調査の結果のまとめ説明会（場所：岸本小学校，対象：対象学年保護者） 

     日時：１０月２２日（水） 

     内容：基礎学力調査の結果のまとめについての説明 

        学習の定着状況，学習に対する意識，学習習慣について 

  ☆平成１５年度 算数授業研究会 （場所：岸本小学校，対象： 郡内小学校） 

 月日 学年 単元 協議題 

 ６／１８ ６年 立体  ①算数的な活動の明確化について 

②問題解決的な学習について 

 ７／ ７ ４年 小数  ①各グループごとの指導方法の違いについて
②指導と評価の一体化について 

 ９／１７ ２年 ちがいをみて ①ＴＴの役割分担について 

②算数的活動における支援の在り方について
１０／ ８ ５年 小数のかけ算と 

わり算（２） 
①コースによる課題提示の工夫について 

②コースによる自力解決・練り合いの場面の
 工夫について 

１１／２０ １年 ひきざん（２） ①ＴＴの効果的な指導法について 
②算数的活動の在り方について 

１２／ ５ 

 

３年 表とグラフ  ①自力解決における支援の在り方について 
②少人数指導における効果的な指導の在り方
 について 

   

・ 研究会、説明会等の開催予定・・・平成１６年度の予定は，未定である。 

 

 ・ＨＰ作成等の工夫の実績及び今後の予定 

   ＨＰ作成等は現在行っていない。また，今後の予定は，未定である。 

 

◇ 次の項目ごとに，該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 

 【新規校・継続校】   □ １５年度からの新設校 □ １４年度からの継続校 

 【学校規模】      □ ６学級以下    □ ７〜１２学級 

             □ １３〜１８学級  □ １９〜２４学級 

             □ ２５学級以上 

 【指導体制】      □ 少人数指導    □ Ｔ・Ｔによる指導 

             □ 一部教科担任制  □ その他 

 【研究教科】      □ 国語  □ 社会   □ 算数   □ 理科 

             □ 生活  □ 音楽   □ 図画工作 □ 家庭 

             □ 体育  □ その他 

 【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】   □ 有   □ 無 
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